
【注記】

・頂版上の盛土の掘削は人力施工を基本とし、頂版下施工時の吊り足場を流用する。

・頂版上の盛土を30cm程度掘削を行い、防水材（パラシール同等品）を敷設する。

　掘削土の仮置き場がないため、施工は10mピッチ程度とし、頂版盛土上に掘削土の仮置きを

　行いながら順次施工を行う計画とする。

　なお、防水材の継ぎ位置は、排水管及び頂版継ぎ位置を避ける計画とする。
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【　防水工　】
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【 施工手順 】
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